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第26次 夏 隊 紀 行
川 口 貞 男
「しらせ」は,昭 和59年ll月14日第26次観測隊48名
(越冬隊35名,夏隊13名),砕氷航行試験などのための
同行者7名,中 国からの交換科学者2名,合 計57名の隊
側人員を乗せて,南極に向けて東京晴海埠頭を出港 した.
第26次隊の夏期の任務は,大別して次の3つ になる.
例年通りの昭和基地周辺での輸送建設調査活動,船 上で
の海洋観測,そ れに加えてセールロンダーネ山地調査及
びそのための第3の基地の建設である.船の砕氷輸送能
力の増加により,調査行動域の拡張がようや く可能 とな
った,そ の第一歩がこの第3の 基地構想 となった.
「しらせ」は昭和基地に到達する前にセールロンダー
ネ山地の沿岸のブライド湾に向った.第25次隊の予備調
査の結果や,ベ ルギー隊の観測データーなどから2月に
入るとブライド湾の天気が悪いことがわかっていた.又
地学調査を夏期に本格的に行 うには,な るべく早い時期
に取 り掛からなければならない,更に建設要員として越
冬隊員 をあてに しなけれ ばな らなかった.夏 になっ
てプライド湾沖の海氷は減少 し始めていたが,ま だ沖合
1,000㎞近 く張 嘱 していた.し か し 「しらせ」は充
分期待に応え,ほぼ予定通 り12月19日,ブライド湾に入
った.予 期した通 り12月の天候は良く,その日のうちに
25次隊が設置した30マイル輸送拠点,及 び レ 地点の偵
察を行い,30マイル拠点整備及び観測基地候補地調査の
隊員を送 り込んだ.30マイル輸送拠点小屋は昨年の積雪
の状況から雪に埋まってしまっているのではないかと心
配されたが全 く杞憂であった.又25次隊が残してくれた
2台の雪上車,4台 のスノーモビル,榛 なども非常に良
い状態に保たれ,雪 上車のエンジンは楽 に かかった.
「しらせ」からの本格的輸送は22日から25目の4日 間実
施 し約80トンの荷物を揚陸した.22日には 「しらせ」か
ら10数kmのLo地点に雪上車2台,ブ ル ドー ザー,ク
ローラークレーンなどの大型物品の部品をスリング輸送
し,ここで組立て,24日には30マイル輸送拠点へ自走 し
た,他 の物資は 「しらせ」から約70km離れた30マイ
ル輸送拠点へ空輸した,30マイル輸送拠点では空輸され
て来た物資を櫨に績み付け,前 次隊残置の2台 と今回
Lo地点で組立てた2台 計4台 の雪上車で2台 つつの楡
を引いて建設拠点への輸送を24日か ら開始 した.一 方既
に30マイル輸送拠点を20日にスノーモビルで出発した基
地予定地調査隊は,前 次隊が昨年基地候補地 とした地域
の調査を実施した.そ の結果,雪 面状態,斜 度,シ ール
岩からの距離などを考慮し,シール岩の東約2kmの 地
点を予定地 とした.30マイル輸送拠点から基地予定地ま
での距離は約75km,雪上車輸送は2日 で1往 復し,結
局3往復で約50トンの建設物資を運び込んだ.建設は23
nから開始 し12月31日にほぼ完了した.　IOOm2の建物に
は厨房設備,20人用の食堂,2人 用寝室4部屋があり,
600Wの短波送受lr膿を備えた.又,対 昭和基地や銚子
など東向けの傾斜Vア ンテナと対しらせ及び内陸調査隊
などのための南北向けのデルタアンテナも建設した.
観測隊による基地建設がなされている問,空輸の終っ
た 「しらせ」船上ではBIOMASS　(南極海海洋生態系及
び海洋生物資源に関する生物学的研究計画)を 中心とす
る海洋観測を3日間にわたって実施した.
元 旦,8人の地学調査などの隊員を残し,「 しらせ」
は昭和基地に向った.1月3日第1便 が昭和基地に飛び,
翌4日 夜 「しらせ」は昭和基地の東約2kmに 接岸 し,
貨油のパイプ輸送,大 型物品の氷上輸送を実施し,6日
からは本格的な空輸を開始し,16日に終了した.
輸送を短期間で終らせる事ができたことにより建設作
業も順調に進んだ.前次隊の越冬中に焼失した作業棟の
代替としての仮設作業棟の建設,新 発電棟の200kVA
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発電機の据付けのほかに第26次越冬観測の重点項目であ
るMAP観 測(極 域中層大気総合観測計画)の ためのい
くつかの建設工事があった.マ ルチビームリオメーター
観測用のアンテナ,小型ロケットの発射台,テ レメータ
ー用の電池小屋の建設など予定通 り実施することができ
た.小型ロケット発射台による打上げ実験は1月30日に
実施し,発射台を含む打上げシステムの確認を行った.
越冬観測のもう一つの重点項 目である東クイー ンモー
ドランド雪氷研究計画では,夏 から秋にかけての本格的
な内陸調査旅行を計画した.こ の時期にみずほ基地から
更に約500km内陸奥地に入 り,観測小屋を建て,で き
るだけ長く滞在し,気象,雪氷の観測をし,又ここを春
旅行の拠点にしようというものである.この旅行のため
にS16地点で第25次隊から引き継いだ雪上車の点検修理
を実施し,この旅行に耐える雪上車を準備しなければな
らなかった.幸 い雪上車を非常に良O状態で引き継 ぐこ
とができたため,修理期間が短かぐて済み,1月 下旬に
はみずほ基地を出発し.予定通り南緯74度,東経35度に
小屋を建設 し,観測をすることが出来た.
このほか輸送の終ったあと,へ りコプターによリラン
グホブデ,ス カルブスネス,ス カー レンなどでの湖沼水
調査,生物調査などを実施した.1月31日には越冬を交
代し,2月2日 「しらせ」は昭和基地を離れた.リ ュツ
ォホルム湾沖でBIOMASS観測を3日間実施し,2月
7日にブライド湾に入った.こ こでも　BIOMASS観測
を含め6日間の海洋観測を実施した.2月17日セールロ
ンダーネ調査隊8名 は30マイル輸送拠点か らほぼ2ケ 月
ぷ りに 「しらせ」に戻った.七 一ルロンダーネ山地の調
査は約40日間,西 部地域の地形,地 質調査を行い,測地
基準点を30点設けた,「 しらせ」はこのあと再び東に向
かい リュツォホルム湾とブライド湾を隔てるリーセル ・
ラルセン半島沖のグンネルスバンクでのBIOMASS観
測を25日まで実施した.そ の後 附近での海洋観測を続
け,3月2日 東経40度線を北上した.　BIOMASS観測点
麗 麗 を瓢夕蝉!譜1ζ;ζ;三二エ纂 ●
て4月20日東京港に帰港 した.
(筆者:第26次南極地域観測隊長,
国立極地研究所資料主幹)
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七一 ル ロ ン ダー ネ 山地 に 建 設 した あ す か観 測拠 点(60年3月26日 命 名)
南極海洋生物資源保存委員会
生態系モニタリング特別作業部会
星 合 孝 男
昭和60年5月6日 か ら11日の間,シ ア トルにある
NOAAの 海産哺乳動物研究所において,南 極海洋生物
資源保存条約に基づ く科学委員会の,生 態系モニタリン
グ特別作業部会が開催された.本 作業部会は,昨 昭和59
年9月 の第3回 年次会合の決定に基づいて設置されたも
のである.11か国,24名の参加者があ り,日本からは,
1鴎津靖彦(遠水研),内藤靖彦(極地研)両氏と筆者が出
席 した.
ここで言 う"生態系モニタリング"とは,ナ ンキヨク
オキアミ等の資源景が漁獲によりどの程度影響されたか
を,ナ ンキヨクオキアミ等を餌とする,いわゆる捕食者
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e生 物 学 的 パ ラメ ターの 変 動 か ら見 出 そ う とい うもの で
あ る.し た が って,捕 食 者 に 認 め られ た変 動 を,自 然 環
境 の 変 動 に 由来 す る 変化 か ら区 別す る 必要 が あ り,こ の
点 を念 頭 に置 きな が ら,モ ニ タ リ ング の 具体 案,技 術の
開 発,基 礎 的 研 究 課 題 等 を検 討 した.
モ ニ タ リン グの 対 象は,ア ザ ラ シ,海 鳥,ク ジ ラの 中
の 適 当 な種 で あ るが,餌 とな るナ ンキ ヨ ク オキ ア ミ等 の
変 動 を モ ニ ターす る必 要 も 当然 あ る と考 え られ た.
モ ニ タ リ ングの 対 象種 と して 選 ばれ た 捕 食 者は,カ ニ
ク イア ザ ラ シ,ミ ナ ミオ ッ トセ イ;ア デ リー ペ ン ギ ン,
テ ンス トラ ップペ ンギ ン,マ カ ロ ニペ ンギ ン;ミ ン ク ク
ジ ラで あ り,餌 動物 は,ナ ンキ ヨ ク オ キ ア ミ とコ オ リ イ
ワ シ,そ れ に 魚 類稚 仔 で あ る.捕 食 者 に つ いて は,個 体
数 の 変 動 は もち ろ ん,再 生 産 率,擬 餌 行動 等 の 生物 学 的
パ ラ メ ター が モ ニ タ リ ング の対 象 と して 列挙 され た.し
か し,例 えば 摂 餌 行 動 の モ ニ ター の た め に は,自 記 記 録
r/[',人工 衛 星 を利 用 す るた め の 技 術 の開 発 が前 提 とな る
等,未 解 決 な問 題 を含 む 項 「iが多 い.餌 動物 に つ い て は,
そ の 分 布,量,餌 と して 利 用 され る 度 合 を,標 準化 した調
査 航 海 に よ りモ ニ ター す るこ とが 必 要 で あ る とされ た.
モ ニ タ リ ング を実 施 す る場 所 と して,13か所 が 選 ばれ
た.す なわ ち,捕 食 者,餌 動 物 の モ ニ タ リ ング を 総 合 的
に 行 う場 所 と して,ブ リ ッツ湾,プ ラ ンス フ イー ル ド海
峡,サ ウ ス ジ ョー ジア,お よ び ブ ー べilSから南 極大 陸 へ
か け て の海 域 の4か 所 が 挙 げ られ,主 として捕 食 者 の モ
ニ タ リ ング を 行 う場 所 と して,ハ レ ッ ト岬 か アデ ア 岬,
ブ ー べ 島,サ ウ スサ ン ドイ ッチ諸 島,サ ウ ス オー ク ニー
諸 島,ウ イル クス ラ ン ド(ケ イ シ イ,デ ユ モ ンデ ユ ル ビ
ル),昭 和 基 地.シ ェ パ ー ド島(ア ム ンゼ ン海),ウ エ ッ
デ ル海,ベ リ ング スハ ウ ゼ ンー ア ム セ ン海 が 指 定 され た.
(筆者1国 立 極 地 研 究 所 企 画 調 整 官)
南極観測隊便 り
一第26次越冬隊の近況一
ま も な く ミ ッ ドウ ィンタ ー を迎 え よ う として い る.隊
員 は,基 地 内 の 作 業,施 設 ・設 備 の 補 強 や 整 備 等 ・"冬ご
も り"の 準 備 に お おわ らわ であ る.
4月 の 昭和 基 地 は強 風 のnが 多 く,月 平 均 風 速 はll.1
メー トル で,瞬 間 最大 風速 は43.8メ ー トル で あ っ た.
しか し降雪 や 飛雪 の郵:は少 な く,気 温 は 高 め に 推 移 し,
月 最 低 気 温 は 一15.2度で,4月 と して は昭 和 基 地 開 設 以
来 の 記 録 で あ る.月 平 均気 温 も 一6.8度と例 年 よ り3.2
度 高 か った.
強 風 と うね りに よ って,オ ング ル島 周 辺 の 海 氷 は4月
6日 に す べ て 流 れ 去 った.こ の た め強 風の 日 には 基 地 の
建物や観測器は海水の飛沫をかぶり,今後これ らの施設
に対する塩害が心配される.この自然現象はここ数年見
られるようになり,21次,24次にも海氷が完全に流れた
ことがあった.
5月に入って結氷が進み,現 在では雪上車の走行がで
きるようになっている.
一方,みずほ基地では,5月22日の日没を最後に太陽
の見えない暗夜の冬を迎えた.今年のみずほ基地は例年
になく低温で,風 も先月に引き続き強かった.こ のため
定常的な観測と設営の業務のほか主として基地内での作
業を中心に進めている.
第26次夏隊帰国
昨年ll月14n出港 した第26次南極地域観測隊48名の
うち川口11〔男隊長以下13名の夏隊員と.同行者7名,中
国からの交換科学者2名 は4月20日東京港晴海埠頭に全
員元気に帰港した.
例年と異なり,先に昭和基地の西650kmのブライド
湾に立ち寄 り,80トンの荷物 を揚陸 し,セールロンター
ネ山地近 くに新たにあすか観測拠点(南緯71°31'34"東
経24°08'17")を建設し,セールロンダーネ山地の本格
的地学調査を実施した.そ の後昭和基地での6EOトンの
荷物の揚陸,仮 設作業棟などの建設を行ない,2月2日
35名の越冬隊員を残 し,さ らにブライド湾に立寄 り地学
調査隊員を収容したのち,海洋観測などを行いつつ北上,
帰途についた.
夏のパーマ基地
大 山 佳 邦
夏のパーマー基地はさながら臨海実験所 といった感じ
である.2階 のベランダからの眺めは,遠 くに雪を頂い
た山脈や白く光る島々が望まれるものの,眼 の前は青い
海とコケやナンキョクコメススキの緑がnに つ く岩島で
ある.基地もまたそのように利用されていた.越 冬は基
地の施設の維持のためであり,今年は7名が越冬してい
る.12月上旬から4月下句までがここの夏期間であり,
研究者達はこの時期に基地を訪れ,実 験や採集をし,そ
して帰って行く.最盛期には基地の維持要員を含めて40
人以上に達する,こ の間の交通は南米の先端,プ ンタア
レナスと基地問に3～4回 往復する船便があり,またチ
リのサンチャゴ～南極半島先端にあるキングジョージ島
～基地間を飛行便と船便を利用して往復することも可能
である.
今年の1月 から3月にかけて約2ケ 月間,南 極条約に
基ず く交換科学者として,陸 上生物の生態調査にこの基
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地 を訪 れ る こ とが で き た.基 地 は 南 極'卜、IJ,bjの西,1[VLL－の
中 ほ.ビに あ るMtkrt{J大きな 島.ア ンバー ス島 の 南 西 にf,lr:
置 し.てい る.こ の,」∴ア今体 は 氷床{こお.おわ れ.ご く小 さな
露'i1一が 海 岸「にあ る.そ の ・つ,面 硫 で 言 ・)たらli1ノ{和基地
の あ る束 手 ング ル島 の 約1,/30位しか な い露 岩[/に基 地
が あ る.こ の 付近 には 小 島 が 点 々 とあ;,、船 外 機 を付 け
た ゾ テ ゴア ソク とい う ゴム ボ ー トで 自 由;二行来 で きる.
狭 い露 岩 城 では あ るが,生 物 の 種 類 や 肚は 豊富 で 、昭 和
J}LI　J.也「・1近が 砂漠 び)ような景 観 で あ るの に 比 べれ ば 大.・∵「:原
とい った 感 が あ る.こ の 付 近 に 分 布 す る2種 類 の顕 花 植
物 は2月kか ら3]jにか け てtEが ∫・}き、 実が 稔 って い
た,ま た 点/lとあ る小.111iにもそれ ぞれ 特 徴力:あった.例
え ば.基 地 に ・番 近 い1「顎 け長トル ゲル.セン島 は8T-～1
万羽 の ア デ リー ・・ンギ ンが 繁 殖 して お り.コ ー モ ラ ン ト
島 は 切 り立 っ た 岩の 上 に 名の 通 り鵜 が 多数 繁 玩ζ〔し て い
た.特 別 保護[メ:に指 ツじされ てい るll　.ノチ フ!一 ル ド島 は
コケ ・地 衣 の 大 群落 の ほ か,鳥 類 な ピが 繁 殖 して い た.
こ の 基地 に は 外国 船 が しば しば 寄 港 した,国 際 バ イオ
マ ス 実験 に参 加 の3隻 の 調 査 船(ウ1国.チリ,ブ ラ ジル),
襲国 の砕 氷船 、 チ リ海 軍 の 救 難 艇 、 観 光船 な ピで あ る.
さ らに 個 人 に よ る ヨ ・.・トが4隻 も寄 港 して お り,そ の う
ちの ・つ に は!歳 半の 坊 や が 乗 ・.,てい た の に は驚 い た,
フ ラ ン スか ら 入婿 とこのIVjK)の3人で .来た の で あ る.し
か もこ こか らさ らに400kmも 南 に ト'った マ ル ゲ リー テ
湾 ま で 行 く と.、;.って 出 か1.「、 杁が 」}ξ」世を 離 れ る 前 前nに
も どつて来 た,こ の イゴ ー ル坊 や は,ま だ.,;'柴も よ く喋
れ な いほ どあ ビけな く、 広 地 で の 人 気 者とな った.
〔筆 者:国11':極地1研究 所 生理 生 態学 研究 部 門助 教 授)
?
－
'/・ ・.;` .d}地
第10回 南極陽 石 シ ンポ ジ ウム
ij'ぢ10[lri南極 医員マ ンンホ ジ ウ人 は 、　lt月25～27「1の311
間,}[f研究 所t;階.}ll孝堂 に おL・て開 催 され た.今 川 は 、 第
10ii1|の記 念 シ ン ポ ジウ ム に 当i〕、3人 の 外[14人科学者 を
招 待 す る と と もに,月 起 源隙 百の 特 別.セッシ ゴ ンを設 け
た.'ll初講 演 のEllし込み は,9・1件に 及ん だ が3n間 で は.
n程 的 に 発表 が 困 難 な た め 複 数の 申 し込 みK'には,発W.三
を1件 に して も らい 残 りは、 ウ エ イテ　tt　ン ヅ コス!・に1/
げ て 取 り消 しが あ ・.⊃た場 合順 次 、}111}演に組 み 込 ん で け く.二
と と した.そ の 結 果講 演 数は81件 とな:)、残:)は.ア7.
ス トラ ク ト参 加 ヒい う.二とに した.
4
3n間 の 実 参 加 者.は,H5名 と な1)そ の う ち2:1名(3名
の カ ナ ゲ.考1川.在 住 日 本 人 を 含 む:1は.海 外 か ∴ の 参
加 て.あ・〕た.
国 別 内 訳 を 見 る!、 剥 こ[から はm名 と 最 も 包 く.7∫
ン ラ ン ド(1).ポ ー ラ ン ド(1}.イ ギ リ.スCl),オ ー ス
ト1'1ア::2パ西 ト.イツ(L,).ス リ ラ ン カ(1)、Ilr国 〔2,,
ウ ナ'」..C2〕,ブラ ジ ル 「1)と10ケ 国 に 及 ん だ,講 演 は.
限 石 原 拮 機 構,分 類 、 岩 石 砿 物 学:か ら,物 理 化 学,年 代
ヴ:まて.多岐 に わ た り.活 発 な 討 議 が 行.な」.)れた.
これ ら の 喘!演に'.']いて は 、'11研究 所 よ り第1{)[lr「南 極 限
{iシ ン't'ジウ ム 特 集 レ∫L〔.)'1幻!し て 公 表 さ れ る1二定 で
あ る.主 た.請 宿 者 及 「ド喘i}11{題目 は 以 卜'の通1〕 で あ る.
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Yanai K. and Kojima  H.: Processing of An-
  tarctic meteorites  in the National Institute of 
  Polar  Research. 
 Nishio F.:  Measured  and  computed  meteorite 
 concentration and age of ice  in  t  he Meteorite 
  Ice field  near the  Vansato  Mountains. 
Graham A.  I... Yanai K. and  Kojima H.: A  re-
  view of  the  Yamato-80, 81 and 82 meteorite 
  collections. 
 Chang  Shuyuan: The research of meteorite  in 
 China expediting the  development of related 
  fields. 
 Pesonen  L. J..  Kukkonen  I. T. and  Lehtinen 
 M.: Identification of  mineralogical-petrological 
  classes of  meteorites-A  petrophysical  method. 
 Dennison  J.  E.. Kaczaral P. W.,  I.ingner I). W. 
 and  Lipschutz M. E.: Ordinary  chondritc falls 
 aml  congeners from  Victoria  Land,  Antactica: 
 variations  in  parent  spirce  regions.
 Nagahara  H.: Petrology  of  ens  tatite  chondrites, 
 Y-691  (E1-13)  and  Y-74370 (EH4). 
Wang  Daode. Kallemeyn  G. W.  and  Wasson  J. 
  T.:  Chemical composition of  19 I. and  1.1. 
 chondrites and  its  application to  taxonomy. 
 Watanabe S..  Kitamura  M.,  Morimoto. N.  and 
  Kawasaki  T.: Fine grained  lithic fragments in 
 the 1.3  chondrites. 
 Momose K. and Nagai  H.: Low temperature 
 remanent  magnetization of  Fe-Ni 
 Splettstoesser  J. F.:  Ventifaction of  meteorites 
 exposed  in polar  areas. 
 Kitamura  Ni.,  Watanabe  S.  and Morimoto N.: 
 Rounding  of  chondrules  by abrasion. 
 Mivamuto  NI., McKay I). S., McKay,  G. A.  and 
  Duke M. B.:  Chemical zoning and  homogeni-
 zation of  Misfiles in  chondrilic breccia  Yamato-
 75028. 
Fujii  N., Hasegawa M.. Ito K.,  Miyamoto M. and 
  Funaki  Ni.: Shape analysis of  Fe-Ni grains 
 among Antarctic  ordinary  chondrites  (11). 
 Inoue  Y.: Opaque  minerals in  Semarkona  than-
  drite. 
 Kimura  NI.: Opaque  minerals in  Y-691  enstatite 
 chondrite. 
 Matsueda H.  and  Sangst  T.:  Metal-sullide  equi-
  librium  in  Yamato-74, -75  chondrites  (prelimi-
  nary report) 
 Ku  rat  G.:  Geochemistry of  chondrules from 
 carbonaceous.  ordinary.  and E  chond  rites. 
Lang B..  Grodzinski A., Zbik  M. and  Swell I..: 
 "Il iermoanalytical  study of  carbonaceous  clion-
  drifts:  Yamato-74662-Kainsaz-Allende 
 Kojima  H..  Yanai K. and  Ikadai S.:  Chromium 
 distribution  in type 3  ordinary  chondrites. 
 Kallemeyn  G.  W.:  Compositional  comparisons  of 
 metamorphosed  carbonaceous  chondrites. 
Akai  J.  and  Kanto J.: Mineralogical study of 
  matrix  phyllosilicates  and isolated olivines in 
 Yama  to-791198  and -793321. 
 Mune T.,  Masada A. and  Takahashi  'E.:  Possi-
  bility of  classification of  carbonaceous  chondrite 
 based on  carbonaceous  matter. 
Shimoyama A.. Harada K. and  Yanai K.:  Inde-
  genesis  amino  acids from the  Yamato-771198 
 carbonaceous  chondrite. 
 Ponnamperuma C.:  Genetic  bases  in  carbonace-
5
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 ous  chondrites. 
26. Wasson J. T. (Invited Speaker): Evidence  regard-
     ding the  origin of  chondrules. 
27.  Takahashi  K, Matsui  Y. and Ito E.: Melting of 
 peridotite and a  chondrite  under  ultrahigh-
       pressure. 
28.  Matsunami S..  Nagahara H. and  Kushiro I.: 
     Compositional  variations of matrix olivine  in
 experimentally heated  ALH-77214  (1.3.4)  duns-
     drite: 
29.  Kushiro I. and  Nagahara H.: Origin of  iron-
     rids  olivine  in rise  matrices of type 3  ordinary 
 chondrites. 
30.  Miura  Y.,  Yanai K. and Tanosaki T.:  Com-
      position  and  structural  substitution of  mete-
     oritic plagioclases (H). 
 31. Okada A.,  Ken K.  and Taylor  G.  J.: Norton 
     county  enstatite  achondrite  and its  lithic frag-
       ments. 
32.  Ostertag R.: Shock effects its  polyinict achondrite 
     breccias Y-7308,  Y-74450, Y-75302  and Y-790260. 
 33.  Takeda H.:  Origin and some  problems of  pyrox-
     ene  cumulate  achondrites. 
34.  Mori H. and Takeda H.:  Oriented  chromite 
 inclusions  in  pigeonite  crystals of  eucrite 
 meteorites. 
35.  Toyoda  H.,  Naga  N.,  Tachikawa  0., Takeda  H. 
     and  Ishii  T.: Cation  distribution  and mineral
 chemistry of  PGA 82506  and related  ureilites. 
 311.  Isobe  H.,  Kitamura  Ni.  and  Morimoto N.: Frac-
     tional  trend of  bulk  chemistry of  chondrules 
 in the  Allende meteorite. 
37.  Yabuki H.  and El  Gores A.: Phosphate-bearing 
 microspherules in  chondrules of  unequilibrated 
 ordinary  chondrites. 
38.  Kinoshita  Ni.,  Miyamoto  NI.  and  'Eakins()  Y.: 
 Theoretical  approach  to  EICICIThille spectral 
 reflect:slices of mineral mixtures. 
 - Special  session:  Lunar  meteorite,  Yon:010-791197 
 and  other  specimens  -
39. Yanai K.  and  Kojima H.:  Lunar  meteorites; 
 recovery.  curation  and  distribution. 
 40.  Warren  P H. and  Kallemeyn  G. W.:  Geochemis-
      ny of  lunar  meteorites  Yamato-971197  and 
 ALHA81005. 
41. Fukuoka T..  Saul  J. C.. SmithNI.R.,Hughes S. 
      S.  and  Schmitt R. A.: Chemistry of  Yamato-
     791197  meteorite: evidence for  lunar highland 
 origin. 
-12. Ostertag R.,  Bischoff  A..  Patine  H.,  Spettel B., 
 Sniffier  D.,  Weckwerth  G.  and  Wanke H.: 
 Lunar meteorite  Y-791197: a  lunar  highland 
 regolith  breccia. 
 43. Takeda  H.,  Tagai  T.  and  Mori  H.:  Mineralogy 
 of  Antarctic  lunar meteorites  and  differentiated 
 product of  the  lunar  crust. 
 44.  Kaczaral P.  W., Dennison  J. E. and  Lipschutz 
 NI.  E.:  Yamato 791197: a trace  element-rkh 
 lunar  highlands  sample. 
45.  Nakamura N.,  Unruh  D.  M. and  Tatsumoto NI.: 
 REE.  Rb-Sr  and  U-Pb  systematics  of  "lunar" 
      meteorite  Yamato-791197. 
 46.  Takahashi K..  Shimizu H.  and  Masuda A.: REE 
 abundances  in  the  Yamato-791197,  108. 
47.  Kaneoka I.  and  Takaoka N.:  411.Ar-39Ar analyses 
      of  Yam:Ito-791197.
 48.
49.
 50
51
52
 53.
(93)
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55 
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 58.
59.
61
 69.
63.
64
 65.
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 67.
68
70.
 71
         W a = 
 Nishiinimi K.  and  Elmore  I).: Age of  Antarctic 
 meteorites  and  ice. 
 Crozaz  G.  (Nishifiumi K.): A search for nuclear 
 particle tracks  in lunar meteorite Yamato-
 791197. 
Sutton  S.  R.  (Nishirzumi K.):  Thermolumines-
  cence of Antarctic meteorite  Yamato-791197 
 and comparison with  ALHA-81005 and  lunar 
 fines. 
Takaoka  N.: Noble gases in  Yamato-79I  197: 
 Evidence for  lunar origin. 
 Nagata  T. and  Funaki  M.:  Magnetic:  properties 
  of  Yamato 791197 meterite  in comparison with 
  those of  Apollo 15148  lunar  breccia. 
 Lindstrom  M.  M.,  Lindstrom  D. J.. Korotev R. I.. 
 and  Raskin  1.. A.: Lunar meteorites  Yatnato 
  791197 and  ATHA  81005: the same  yet  different. 
McFadden  I,., Pieters C.  M.,  Huguenin  R.  I... 
  King T. V.  V.,  Gaffey  M.  J.  and Hawke  B. It.: 
  Yamato  791197-major mineralogical constituents 
 and its relation to  remotely sensed  regions of 
 the  moon  from  reflectance  spectroscopy. 
Keil K.:  Lunar meteorite Allan Hills  A8I005: 
  A  review. 
Keil K. (Invited Speaker): Meteoritic  Breccias. 
 Amari S.  and Ozima M.: Search for the extra-
  terrestrial  ma  terials  its  deep-sea  sediments. 
Tanaka  T..  Shimizu H.,  Shibata K. and  Masada 
  A.: Positive  cerium anomaly of  lunar  14310 
  and  ALH-765:  Examination by  138Ce/142Ce. 
 Okano  J.,  Ueda C.  and  Nishimura  H.:  Mag-
  nesium isotope  abundance  in  ALH-77301  and 
 ALH-77003. 
 Takahashi K.,  Shimizu H.  and  Masada A.:  REF 
 abundances in several  thogenites. 
 Shimizu H. and  Masada H.:  REE  patterns of 
 eucrites  and their  genetic:  implications. 
 Ebihara M.:  Distribution of rare  earth elements 
  and  uranium in ordinary  chondritesincluding 
 Antarctic  meteorites. 
Misawa K.  and  Nakamura N.: Precise  determi-
  nation of REE  abundances its  individual  chon-
 drules  from  Allende (C3) and  Hedjaz (L3) 
 chondrites. 
 Matsuda J., Nagao K.,  Yamada Y.  and  Chang S.: 
  Noble gases in Else Kirin  (Jilin)  ehondrite. 
 Nagao  K.,  Matsuda J.  and  Inoue K.:  Primordial 
 rare gases  in  carbonaceous  chondrites. 
Takaoka  N. and  Sekii  S.: Noble gas  studies of 
  An  taMit  Meteorites. 
Okano  0. and  Nakamura N.:  Additional evidence 
 of Rh-Sr  systimaties and REE  abundances for 
 1.2  b.y. impact-melting event on  1.1.-chondrite 
  parent hotly. 
 Nyquist Jr. I.., Bansal  B.  NI., C.  Y.  Shill  Wiesmann 
  II.  Wooden J.  I,. and  Takeda H.: Rh-Sr  and 
 Sm-Nd  internal  isochron ages  of a  sit  hoplfitic 
  basalt  clast  from  the  117501I  euerite. 
 Schultz  L.:  Terrestrial ages of  four  Yamato 
 achondrites. 
 Sugiura N..  Matsui T. and Strangway  I).  W.: 
 Gas  permeability of some  Antarctic  chondrites. 
 Komura K., Tan K.  L.  and  Sakanoue M.:  Cos-
  mogenic  A1-26 in  Yamato  meteorites  and  their 
 terrestrial ages 
 Matsuda E.  and  Kigoshi K.:  Carbon-I4 terrestrial
li
 72.
 73.
 71
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  ages of  Antarctic  meteorites. 
 Miono S.,  Kujirai H., Yoshida  M..  Ninagawa K. 
 and  Takaoka  N.:  Terrestrial age of an  An-
  ta Mk  Meteorite  by  thermoruminescence  t ch-
  nique. 
Ninagawa K.,  Takaoka  N.,  Yamashita Y.,  Wada 
 T.  and Yamamoto I.:  Study  of terrestrial age 
 of Antarctic  meteorites by  thermoluminescence 
 technique 
 Weinke  II. H., Kies!  W..  Kluger F..  Kortherl C.: 
 Traceelementinvestigations on a Sikhote-Alin 
 II  B  iron meteorite sample. 
 Honda  M.,  Nagai  II.,  KUM('  T.  and  Maeda  K.: 
 Scandium  and  silver in  iron  meteorites. 
 Funaki Al., Nagata 'F.  and  Dation J.  A.: Magnetic 
  properties of clear  mentos in Toluca iron 
 meteorite. 
 Nagata  T..  Funaki NI.,  bunts J.  It  and  Danon 
 J. A.:  Magnetic properties of  tetrataenite-rich 
  stony  meteorites (II). 
Tagai T.,  "Cabala  H.,  Tokonami NI,  and  Damn 
  J. A.: Iron-nickel partial ordering in tetra-
  (amine  by  synchrotron radiation. 
 Strangway  D.  NV.  and  Sugiura  N.:  Magnetic 
  fractionation its  the  early  solar system. 
 Dimon  J.  A..  Funaki  NI.  and  Nagata  T.:  Magnetic 
 properties  of the Santa  Catharina Ni  rich 
 ataxite. 
 Clarke Jr. R. S. (Invited Speaker): Antarctic iron 
 meteorites:  An  unexpectedly  high  proportion 
  of falls  of  unusual interest. 
 Fujimura  A.,  ',mullions  AL,  Takagi  Y.  and  Mini-
  tani  H.: Fractal  dimensions  of  fracture surfaces 
 of  rock  fragments. 
Nagahara  H.  and  Ozawa  K.:  Petrology of  Y-
  791493,  lodranite. 
 Weinke.  H. H.,  Kiesl  AV..  Kluger F.  and  Kocher' 
 C.: Trace element  analyses in Cape York  IIIAB 
 iron  and troilite. 
 Matsunami S.:  Sulfidation of  Fe  Ni  metals  its 
 .A1,11-764 (1.1.3)  (11°11(16  te:  An  estimationof 
 minimum  of cooling  time  scale  its  the  pri-
  mordial solar  nebula. 
 Wang  Daode,  Lin  Wenzlni  and  Chen  Yonghen: 
 thaotIong,  taoyang  and  Nittgqiang chondrites 
 —The  recently  fallen  meteorites. 
 Chang  Shityuan  and  Meng  Yanxi:  Mineralogical 
 and  Petrological  investigation  of  Shuangyang 
 chondrites. 
 Wang  Daode,  Malvin  I).  J. and  Wasson  J. T.: 
 Study of  chemical  corn  posit  ion  of 35 iron  mete-
 orites  and its  pallication to  taxonomy. 
 Kocher'  C.:  Chemistry of light  and  dark layers 
  in  Muong-nong type  indochinites. 
 Pesonen  L. J.  and Elo S.:  Geophysical  charac-
 teristics  of  the lake  Lappajarvi meteorite impact 
 site. western  Finland. 
 Miura Y.:  Mineralogical  studies of  Nio-3  (Nliyano) 
  143  chondrites. 
 Fukuoka  T..  Arai  F.  and  Nishio  F.: The role 
 of  tephra layers  in the  meteorite  Refit/it as a 
 time  marker. 
 McFadden  I,..  'timers  C.  NI.,  Huguenin  R.  L.. 
 King T. V. V.,  Gaffey  AL  J.  and Hawke B. R.: 
 Yamato  791197-  major  mineralogical  constitu-
 ents  and its  relation to  remotely  sensed  regions
極 地 研 ニ ュ
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招へい期間
研 究 課 題
ト外国人研究者の紹介 く
グ レァ ム博 －i:　(Andrew　L.　GRAHAM)
外 国人 研 究 員
大 英(fl然 史)博 物 館
昭 和60年1月22R～3月31H
南 極限 石 の 岩石 鉱 物 学 的 分 類 に 関 す る 研
究
職 員 の 異 動
5月1rl(併 任 ・配置換 ・併任解除)
企画調整官に星合孝男(前研究主幹)
研究主幹に平澤威男
資料主幹 ・資料系教授に川口貞男(前地球物
理学研究部門教授)
図書室長に神沼克伊教授
前資料主幹 ・図書室長ili旧栄夫は地学研究部
門教授
名誉 教 授
昭和60年4月1「1付けで永川前所長に国立極地研究所
名誉教授の称号が授与 された.
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第26次 隊 月例 報 告(3月 ～4月)
3月 は 比較 的 気 温 の 高 いHが 多 く,13nか ら15口に か
けて[1/{和基地では珍しく静かな降雪があ り30cm近くも
積もった,強 風のnが強 く,これによってオングル諸島
周辺の海氷状況は大幅に悪化 し,4月Gnに は,低 気圧
の接近に伴う強風とうね りによってオングル島周辺の海
氷はすべて流れ去った.海 氷状況が完全に悪 くなる直前
3月25Hには,内 陸旅行隊員5名が昭和基地に帰投 し、
昭和基地からは2名 がみずほ基地に向けて出発 した.
観 測 報 告
宙空:小 型ロケットMT・135JA2.号機を3月26nに打
ち上げ,高 度60krnまでの風と温度の観測を実施 した.
また.ル ビーレーザーによるエアロゾルの観測,色 素レ
ーザによる高度90kmのナ トリウム層の観測も行った.
生物 ・医学:大 気中の一二酸化炭素濃度,湖 沼水のモニ
タリング,大型動物センサスなどの環境モニタリングを
順調に行っている.ヒ トの生理学的研究では,6名 の隊
員の心電図の変化(通 年測定)の 予定 と尿中のカテコー
ルア ミンの測定を実施した.
雪氷:みずほ基地のボーリング孔の傾斜測定を開始 し
た,機器の トラブルがあったものの550mまでの11地点
の測定を実施した,シ ャーレを用いた雪面の昇華 ・凝結
量の測定も開始 した.
設 営 報 告 燃料消費品:内訳 単位le
・ 種 類
3 月
消費量:残 量 消費量
普 通 軽 油25,557548,68825,e75
灯 油 2,62061,1873,387
4月
..!
残 量:
1
523,613
57,8〔X);
200kVA発電機2シ}機のクランクピンメタルが焼き
付つくトラブルがあったが交換修理した,ま た,ダ ムの
水不足のため飲料水の送水は,4月22nに停止し,水槽
附近に ドリフ トも無いため第1グ ムから極で水を輸送 し
生活水にあてている.
通信部門のビーコン用アンテナのエレメント,3本中
2本が強風のため断線 した.全て新品と交換し張替えた.
医務室前の医薬品庫を改造 し,非常用電源やパネルヒ
ーター等の設置を行ない,手術室 としての機能を.・応整
えることができた.
◇
国 際 標 準 遂 次 刊 行 番 号CISSNO911-0410)
の 表 示 に つ い て
国 立 国 会 図;1}館遂 次FI行物 部 か ら,標 記 コー ド番 号 が
極 地 研 ニ ュー ス(表 紙 右 肩)に 割 り当 て られ,国 際 登 録
され た.
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南 極 月 別 気 象 資 料(M・nthly　 Climatic　Data　f・r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max,temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)〔 ℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure..
　 　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressu・e)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・/0分 間 平 均(Max.　 wind　specd,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　me.lll)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　〔Gust)　(m/s)
平 均 雲.iil:　(Mean　clou(l　cover)　(1/1⑪)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa;89532)
3月(Mar.)
-6 .7
0.2
一15
.〔,
987.1
2,5
1i6
7.0
24.9(16,ENE)
32.4(16,NE)
6,7
4月(Apr、)
-6 .8
一1
.4
一15 .2
98{i.8
2.6
70
11.1
34.9(5,NE)
43.8〔5,NE)
7.8
??
み ず ほ 基 地(Mizuho;89544)
:}月(Mar.)
-32
.2
-19
.9
一45
.2
4月 〔Apr.)
-34.6
一20 .8
一47
.O
732.8
(stati。n　prcssure)
11.7
|8.4(5,E)
73:う、9
12.9
20.2(10,ESE)
23.9(5,ESE)24.3(10,ESE)
【極地豆事典】
みず ほ基地の生活
ム 、
k)"'.
ノ,弩ダ ㌫
:'
一 ■
.。 一.・11㌣ 悉 無
.」 こ
み ず ほIL地(,}c「」;〔卜'}で の 作.警
み ず ほノ1ξ地 は 昭 和 プ山 山の 南 東約270km,高 度2230m
の大 陸 氷 床 トに 位[」yllし,年'1/均気 温 約 一:to.Cの厳 しい
自然 条件 ドにあ る,こ の た め 国 内 と同 じよ うに作 業 予定
を組 む と,思 わ ぬ 失 敗 をす る,
例 えば,み ず ほ 基 地 の ヒ発 電 機 の燃 料 補給 の た め に約
40日に1回 燃 料 を屋 外 デホ 地 か ら基 地 内 へ運 ぶ.こ の 作
業 に㍗ 上市 を使 用 す るが,冬 期 だ とエ ン ジ ンが 冷 え き っ
て い るた め.熱 風送 風 機 で 暖 め て も始 動 可能 とな るの は
3～4時 間 後 に な る,燃 料 ドラム は 人 力 で そ りに 栢 むが,
ンミ温 一 ・te　C　・風速15n1/sの気 象条 件 で 屋 タト作業 の で き
る限 度 は20～30分で あ り、 稻 みf・1け作 業 を終 「す る ま で
に は 何 回か の 休憩 が 必 要 で あ る..二の た め 基 地 へ の.燃料
補給 作 業 は うま くい っ て も1[1たっふ りか か っ て し ま
う.実 際 に は気ti,「1[{-50C以ドの 屋 外1∵F業は 困 難 で,気!!111
が.[iYt・す る ま で ・週 間 作 業不 能 とい うこ と もよ くあ る.
この よ うに.み ずilj,E地で は.・…IU)作業 をす るの に 国 内
の 数 倍～ 数10倍 の 時llりを費 や さttるを得 な い こ と が 多
い.
作 業 能 率 が 悪 い うえ,少 人数 て 観 測,設 営 業 務を こ な
ず 必要 が あ る か ら隊 員t'うしの 協力 は 不11」'欠で あ る.設
営 隊 員が 気 象観 測 を した り,観 測 隊 員が.発電 機 の 整 備 を
す る.問 題 が 生 じる とおtt:いに 知 忠 をlliし合い,自 分 の
担 当 以 外の 仕.舞もす るの で,他 人 の 呂;労が よ くわ か る.
だ か ら食'll:当番 の時 は,屋 外 作 業 で 冷 え き ・2た仲 間 達 を
迎 え る た め,料 理 の 本 を 片 「に 腕 をふ る う.こ う して,
み ず ほ ノ,り也特 イiの家 族nζ」な雰 囲 気 が 生 ま れ て くる,
み ず ほ 基地 は,隊 員 各 々の 向 ヒ心 と仲[nl意識 で 支 え ら
れ て お り,「1本では 通 常 なか な か体 験 で き な い 世 界 で あ
る.
渡 み ず ほ 基 地 で 生 活 した 隊 員 の な か に は,是 非 も う
.霞み ず ほ 基地 です ご した い と思 う人 が 多い .
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